
様式第３

　令和６年自転車指導啓発重点地区及び路線 豊川警察署

重傷事故発生場所

自転車指導啓発重点地区

凡 例

自転車事故密度分布
高低

死亡事故発生場所

体育館前

交差点

中央通4丁目

交差点

この地区でよく見られる自転車利用者の違反形態

➢ 信号無視、一時不停止

➢ 携帯電話を使用しながらの運転

➢ 車道の右側通行

Ⓐ 【重点地区】

選定理由

豊川警察署管内で過去3年間最も自転車事故が多く、令和
5年にイオンモール豊川が開業した影響で交通事故が増
え、引き続き警戒を要する箇所であるため。

八幡交番管内

Ⓑ

豊川警察署管内で過去3年間2番目に自転車事故が多く、
豊川コロナワールド、プリオ、クロスモール等、集客力
のある商業施設が集中する地域であるため。

【重点地区】

選定理由

南大通交番管内

管内

R3.1
～R5.10 重傷事故 死亡事故

自転車事故件数

豊川警察署

区分

自転車関連事故 12308 4

Ⓐ

Ⓑ

午前7時～8時が最多

夕方4時～6時も多発時間

通勤、通学時に要注意！


